
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞2026 年 5 月 27 日 

事業者情報 

事業者名 レスク株式会社 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 鈴木大介 

ホームページ URL（任意） https://www.rescgroup.com 

事業者ロゴ（任意） 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

 

自然災害に強く、カーボンニュートラルで、電動モビリティが普及した次世代型スマート

シティが実現された社会つくりに貢献する AI 駆動型バッテリープラットフォーマー 

 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

   ● ●  

      

〇 ● 〇 ● 〇 〇 

     

 

〇   ● 〇  



目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ✓ 

【メイン】９ 

 

【サブ】８，１７ 

 

AI 駆動型バッテリープラットフォームによる海外市

場展開： 

当社は、40 ヵ国と地域で権利化された独自特許に基づ

く AI 駆動型バッテリープラットフォームを中核とし

て、e-モビリティ、スマートグリッド、再生可能エネ

ルギー活用を統合する事業モデルの海外展開を進め

る。SaaS/PaaS、技術ライセンス、共同開発、現地パ

ートナーとの水平分業型バリューチェーンを通じ、持

続可能な新産業の創出、国際的な事業基盤の構築、現

地企業・人材とのパートナーシップ形成に取り組む。 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

②  

経済 ✓ 

【メイン】７ 

 

【サブ】１１，１

２，１３ 

 

脱炭素・レジリエンス・資源循環を統合したスマート

シティ基盤づくり： 

蓄電池機能付きバッテリー交換ステーションと、屋根

置き型太陽光発電等の再生可能エネルギーを連携さ

せ、バッテリー充電時の再エネ利用率向上、電力需給

調整、ピークシフト、災害時の非常用電源供給を可能

にするエネルギーサービスの実現を目指す。あわせ

て、バッテリーの状態評価、劣化度予測、再利用・リ

サイクル判断、GHG 排出量算定、LCA/CFP、カーボ

ンクレジット等を統合するバッテリー・ライフサイク

ル管理の仕組みを構築し、脱炭素化、地域レジリエン

ス強化、資源循環、廃棄物削減に貢献する。 

社会 ✓ 

環境 ✓ 

③  

経済 ✓ 

【メイン】８ 

 

【サブ】４，５，１

０、１６，１７ 

 

海外展開と SDGs 経営を両立する持続可能な国際的

組織体制づくり： 

当社は、40 ヵ国と地域で権利化された独自特許に基づ

く AI 駆動型バッテリープラットフォームを海外展開

する段階に入りつつある。一方で、今後の本格的な海

外市場進出に向けては、創業者個人に依存しない国際

的な組織体制、法令遵守、情報セキュリティ、品質管

理、環境マネジメント、人材育成、ガバナンス体制の

整備が重要課題である。日本・海外の人材、外部専門

家、現地パートナー、金融機関、公的支援機関等と連

携し、知識・ノウハウの文書化、権限移譲、多様な人

社会 ✓ 

環境 ☐ 



材の活用、持続的な意思決定体制の構築を進める。東

京都中小企業振興公社のハンズオン支援も活用し、海

外市場進出と SDGs 経営を両立する、創業者亡き後も

成長し続ける未来的な国際組織体制の構築を目指す。 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

 

 

 

 

 

  

②  

 

 

 

 

 

  

③  

 

 

 

 

 

  

 


